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１．道路照明の目的と視環境

道路照明の目的は、夜間において、道路交通を安全かつ円滑に走行できるようにすることであり、

次に示す視環境を確保するものでなければなりません。

・道路上の障害物または歩行者などの存否および存在位置

・道路幅員および道路線形などの道路構造
・道路上の特殊箇所（交差点、分岐点、屈曲部など）の存否および存在位置
・車道内の路面の状態（乾湿、凹凸など）
・車両の存否および種類、速度、移動方向

・道路周辺の状況

２．道路照明の要件
道路照明において、良い視環境を確保するためには、次に示す要件を考慮する必要があります。

・平均路面輝度が適切であること
・路面の輝度均斉度が適切であること
・グレアが十分抑制されていること
・適切な誘導性を有すること

2.1 路面輝度
道路照明における障害物は、一般的に明るい路面を背景として、黒いシルエットとして見えます。

そのため路面の明るさ（路面輝度）が十分でない場合には、障害物を視認することができない場合

があります。

2.2 輝度分布と見え方
図1.1は、横軸に路面輝度を縦軸に障害物の輝度をとり、対象物の見え方特性を示したものです。

斜線部分は、路面と障害物の輝度が同レベルであるため、見えにくいゾーンです。障害物の輝度が

高くなるにしたがい障害物の細部まで視認できるよう（逆シルエット視）になり、逆に、低くなれば障

害物が影として視認できるよう（シルエット視）になります。
図1.2は最小知覚可能輝度比（Lr/Lo）minを得るのに要する平均輝度の増加率（Lr/Lu）と輝度均

斉度（Lmin/Lr）との関係の実験結果を示したものです。路面輝度が均一であれば平均輝度は低く

ても良いが、不均一な場合には平均輝度を高くする必要があることを示しています。

2.3 グレア（まぶしさ）
グレア（まぶしさ）には、次に示す2通りがあります。

2.3.1 不快グレア
光源の輝きが眼の順応状態に対して大きい場合に、不快な感じを生じさせるまぶしさのことです。

2.3.2 視機能低下グレア

背景の高輝度光源などによって、眼球内に生じる散乱光が視対象物の網膜上にかぶさって物

の見え方を低下させるまぶしさのことです。視機能低下グレアは、知覚しうる最小輝度差の増加値

で表されます。
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図1.1 対象物の見え方特性

図1.2 最小知覚可能輝度比を得るために要する
平均輝度の増加率と輝度均斉度の関係
（参考文献 CIE Barcelona 1971 ）

3.1.1

道路照明とは
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2.4 誘導性
運転者が道路を安全に走行するためには、前方の道路の線形の変化および分合流の状況を予

知する必要があります。照明施設によるこのような効果を誘導性といい、図1.3は誘導性の悪い例を

図1.4は良い例を示します。
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曲線部における千鳥配列の透視図
（路面の輝度分布が不均一で誘導性も悪い）

曲線部における片側配列の透視図
（路面の輝度分布が良好で誘導性も良い）

図1.3 誘導性が悪い例

図1.4 誘導性が良い例
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１．道路照明関連の基準

ここでは道路照明関連の基準について説明します。道路照明を設計するためには主に「道路照明

施設設置基準・同解説」を用います。この他に、「道路・トンネル照明器材仕様書」、「電気設備技術

基準」、「内線規程」といった規格類を使用します。

２．道路照明設計の手順
2.1 連続照明

連続照明の設計は、図1.5に示す手順で行います。
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道路照明施設設置基準・同解説

電気通信施設設計指針
（電気編）

各地方整備局
設計要領等

各自治体
設計要領等

道路照明設計指針

設計要領 大7集
（電気施設・機械施設）

施設整備計画の前提条件

照明率の算出

基準値の決定

光源および灯具の選定

配置の決定

保守率の決定

灯具間隔の決定

配線設計

その他の設計設備

施行

検査

照明設計

図1.5 道路照明（連続）の設計手順

輝度均斉度の計算

グレア（TI値）の計算

3.1.2

道路照明設計
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３．道路照明の基準値設定
道路照明の設計を行うにあたり、まず、所要輝度や輝度均斉度などの基準値を設定する必要が

あります。

・路面輝度

・総合均斉度

・車線軸均斉度

・視機能低下グレア

3.1 路面輝度

路面輝度の基準値は、表1.1のように道路照明施設設置基準・同解説にて定められています。

表1.1 平均路面輝度 単位（cd/m2）

外部条件A：道路交通に影響を及ぼす光が連続的にある道路沿道の状態をいう。

外部条件B：道路交通に影響を及ぼす光が断続的にある道路沿道の状態をいう。

外部条件C：道路交通に影響を及ぼす光がほとんどない道路沿道の状態をいう。

平均路面輝度は、道路分類および外部条件に応じて、表1.1の上段の値を標準としますが、状況

に応じて（設計速度が低く、交通量も少ない時など）表1.1の下段の値をとることができます。

また、特に重要な道路、またはその他特別の状況にある道路においては、表1.1の値にかかわら

ず、平均路面輝度を2（cd/m2）まで増大することができます。

3.2 総合均斉度

総合均斉度は、0.4以上を原則とします。

3.3 車線軸均斉度

車線軸均斉度は表1.2の値とすることが望ましいです（推奨値）。

表1.2 車線軸均斉度
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－－0.5

0.50.50.7
幹線・補助幹線道路

－0.50.7

0.50.71.0
主要幹線道路

一般国道等

0.50.7－

0.71.01.0
高 速 自 動 車 国 道 等

CBA
外部条件

道路分類

（参考文献 道路照明施設設置基準・同解説（H19,10月）（社）日本道路協会）

－幹線・補助幹線道路

0.5 以上主要幹線道路
一般国道等

0.7 以上高 速 自 動 車 国 道 等

車線軸均斉度道 路 分 類

（参考文献 道路照明施設設置基準・同解説（H19,10月）（社）日本道路協会）
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3.4 視機能低下グレア

視機能低下グレアは、相対閾値増加を原則として表1.3の値とします。

表1.3 相対閾値増加TI                                            単位（%）

４．照明方式
道路照明方式には、ポール照明方式、ハイマスト照明方式、高欄照明方式、およびカテナリー照

明方式などがあります。目的や場所に応じた使い分けを、各照明方式別に比較し表1.4に示します。

表1.4 照明方式の比較
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幹線・補助幹線道路
15以下

主要幹線道路
一般国道等

10以下高 速 自 動 車 国 道 等

相対閾値増加道 路 分 類

（参考文献 道路照明施設設置基準・同解説（H19,10月）（社）日本道路協会）

◎○○○均斉度

◎◎△○誘導性

一般には、道路
に沿って、中央
分離帯に長い間
隔（50～100m）で
ポールを立て、
ワイヤーを張り
照明器具を懸垂
して道路を照明
する方式

ポール照明方式
が採用できない
所で高欄に低
ワットの灯具を取
付けて道路を照
明する方式

照明塔などによる

高所からの照明で、

通常地上高20～

40m程度の照明塔

に大容量の光源を

多数取付けて照明

する方式。

照明器具が地上に
下りてくるようにし
た昇降装置付もあ
る

地上8～12mの
ポールの先端に
照明器具を取付け
照明にするもので
広く使用されてい
る方式照明方式

△△◎◎保守性

○△◎◎経済性

○△◎○グレア

一般道路

広い道路

空港周辺で灯具
の高さに制限が
ある場所

ポールが設置で
きない場所

インターチェンジ

パーキングエリア

料金所広場

インターチェンジ

パーキングエリア

のランプウエイ

道路本線

用途

●ワイヤーで器

具を吊ってい

るため風等に

より灯具が揺

れる

●保守が困難

●幅の広い道路

では均斉度が

悪い

●取付け高さが

低くグレアの生

ずる可能性が

大きい

●誘導性に欠ける

●施設外に光がも

れる

●各ポール毎に

配線が必要

●保守作業の場

合、道路を規制

する必要がある

短所

●均斉度が向上

する。

●誘導性が良い

●ポールの数が

少なくできる

●誘導性が良い

●昼間の景観が

良い

●ポールの本数が

少なく、スッキリと

した景観になる

●シンボルとして

利用できる

●ポールの連立

により誘導性が

ある

●比較的経済的

である

長所

カテナリー照明高欄照明ハイマスト照明ポール照明項目
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５．道路照明の配列方式

道路照明の灯具の配列には、片側配列、千鳥配列および向き合せ配列があります。 各配列の特

徴を以下に示します。

６．灯具の取付高さ

取付高さは、現在多く使用されている8m、10mおよび12mの3種類が標準となります。ただし、性能

指標を満足する場合はこの限りではなく、樹木や、構造物により設置高さに制約がある場合などもこ

れに準ずるものとします。

７．オーバーハング

路面が濡れているときでも照明効果があまり悪くならないようにするには、路面上に点在する水の

膜による輝度分布を考慮してオーバーハングを検討する必要があります。灯具の横方向に配光の

ピークがある灯具では、オーバーハングを0とすることが望ましいとされていましたが、灯具の横方向

よりもやや前方に配光のピークがある灯具では、その配光特性により湿った路面においても、灯具

の横方向に配光のピークがある灯具よりも良好な光学特性が得られます。このため、オーバーハン

グは図1.7、図1.8に示す配光の種別により選定するとよいでしょう。
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図1.6 道路照明の配列

●片側配列
曲線道路または市街地道路ならびに中央分離帯の

ある道路に用います。

●千鳥配列
直線道路では良好ですが曲線道路では誘導性
が悪く、路面輝度の均一性が低下します。

●向き合せ配列
直線道路ならびに広い曲線道路に適し、誘導性は良好
です。

－1≦Oh≦1 （m）

－3≦Oh≦1 （m）

図1.7 横方向に配光のピークがある灯具

図1.8 横方向よりもやや前方に配光のピークがある灯具

（参考文献 道路照明施設設置基準・同解説（H19,10月）（社）日本道路協会）

（参考文献 道路照明施設設置基準・同解説（H19,10月）（社）日本道路協会）
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８．道路照明の光源

道路照明用ランプとして、必要な要件を以下に示します。

・効率が高い

・寿命が長い

・寿命末期までの光束低下が少ない

・周囲温度の影響を受けにくい

・光色と演色性が適切

９．道路照明の器具

道路照明に使用される器具は、次に示す3つのタイプに分類することができます。

9.1 カットオフ

水平に近い光を極力カットした配光になっており、運転者にまぶしさを与えない器具です。このよう

な配光の器具は、道路交通に影響を及ぼすような光の無い道路（周囲が暗い道路）で使用するの

に適しています。しかし、光が横方向に伸びないため、灯具間隔を広く取ると均斉度が悪くなります。

9.2 セミカットオフ

水平に近い光を抑え、運転者のまぶしさを少なくしつつ、横方向への光の延びも考慮している配

光です。カットオフ器具より照明間隔を広くしても均斉度の低下をカバーできる配光です。

9.3 ノンカットオフ

水平方向の光を制御していない器具で、周囲が明るい場所等に使用される器具です。現在、自動

車交通を中心とした道路照明としては、ほとんど使用されません。

岩崎電気株式会社照明技術資料 NO.TD15-1 ver 1.0

3-7

照
明
計
画
資
料

図1.9 カットオフ形の配光図

図1.10 セミカットオフ形の配光図
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１０．道路照明器具と光源の例
トンネル照明器具と光源の例を以下に示します。
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セミカットオフ照明器具

セミカットオフ照明器具

（後方カット型）

カットオフ照明器具

セラミックメタルハライドランプ

高圧ナトリウムランプ

水銀ランプ
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１．路面輝度、器具間隔の計算

路面輝度や照明器具の間隔を得るための計算は、相互反射分を加味する光束法（式-1）で行い

ます。

２．車道照明率の算出方法

図1.11に示す車道照明率（相互反射加味）は、式-2、式-3にて求めます。

・式－2より、照明率（U1）を求める。

（式－2）

・式－3より、照明率（U2）を求める。

（式－3）

・車道照明率Uは次の通り求める。

Oh≧0の場合 U = U1＋U2

Oh＜0の場合 U = U1－U2

図1.11における車道の場合は、Oh＜0より

U = U1－U2 となる。
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KWLr
NMUFS

⋅⋅
⋅⋅⋅

= ・・・・・・（式-1）

ここに Lr：平均路面輝度（cd／m2）

F ：ランプ光束（lm）

U ：車道照明率

M ：保守率

N ：配列係数 （ 千鳥配列、片側配列 N＝1 向き合せ配列 N＝2）

S ：器具間隔（m）

W ：車道幅員（m）

K ：平均照度換算係数（lx／cd／m2）

（路面舗装がアスファルトの場合：15  コンクリートの場合：11）

H
OhW

H
W )(1 +

=

H
Oh

H
W

=2

図1.11 車道の断面図

3.1.3

計算式
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３．輝度均斉度の計算

・総合均斉度

総合均斉度Uoは式－4にて求めます。

ここに Lmin：最小部分輝度（cd／m2）

Lr ：平均路面輝度（cd／m2）

・車線軸均斉度

車線軸均斉度Ulは式－5にて求めます。

（式－5）

ここに Lmin(l)：車線中心線上の最小部分輝度（cd／m2）

Lmax(l)：車線中心線上の最大部分輝度（cd／m2）

４． 相対閾値増加TIの計算

相対閾値増加TIは式-6、式-7にて求めます。

Lr ≦ 5 （cd／m2）の場合 （％） （式－6）

Lr ＞ 5 （cd／m2）の場合 （％） （式－7）

ここに Lr：平均路面輝度（cd／m2）

Lv：運転者の視野内の照明器具による等価光幕輝度（cd／m2）
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（式－4）
Lr

LUo min
=

)max(
)min(
lL
lLUl =

8.065
Lr
LvTI ⋅=

05.195
Lr

LvTI ⋅=
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１．設計条件

表1.5、表1.6に示す設計条件にて最大器具間隔を算出します。計算に使用する車道の断面図を

図1.12に示します。

表1.5 設計条件

表1.6 性能指標値
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11000（lm）光源光束

0°器具振向け角度

15（lx/cd/m2）平均照度換算係数

片側配列配列方式

10.0（m）器具取付高さ

アスファルト路面舗装

0.70保守率

7.0（m）車道幅員

15（%）以下視機能低下グレア

0.7以上車線軸均斉度

0.4以上総合均斉度

0.7（cd/m2）平均路面輝度

図1.12 車道の断面図

3.1.4

計算例（連続照明）
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２．使用器具の直射照明率曲線

設計に使用する器具と光源の直射照明率曲線は、図1.13とします。

３．車道照明率の算出

図1.12、図1.13より車道照明率を求めます。

・式－2より、照明率（U1）を求める。

→ 照明率曲線図（図1.13）より U1 = 0.376

・式－3より、照明率（U2）を求める。

図1.10における計算例

→ 照明率曲線図（図1.11）より U2 = 0.033

・照明率Uは次の通り求める。

Oh≧0の場合 U = U1＋U2

Oh＜0の場合 U = U1－U2

図1.12における計算例の場合は、Oh＜0より

U = U1－U2 = 0.376－0.033 = 0.343 となる。
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図1.13 照明率曲線の例
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４．器具間隔の算出

式-1より平均路面輝度を満たす器具間隔を算出します。式-1に各値を代入すると以下のようにな

ります。

以上より器具間隔は、35.9（m）とします。

５．輝度均斉度の計算

器具間隔が35.9（m）の場合の総合均斉度および車線軸均斉度を計算します。輝度均斉度は逐点

法によって輝度計算を行い、Lmin/Laveによって総合均斉度を、Lmin/Lmaxによって車線軸均斉度を

算出します。表1.7、表1.8に逐点法による輝度計算の結果を示します。

以上より、S=35.9（m）だと輝度均斉度の基準値を満たすことができます。
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mS 93.35
157.07

17.0343.011000
=

⋅⋅
⋅⋅⋅

≦

0.450.40.440.430.390.360.350.330.40.350.35

0.530.470.520.50.460.410.410.380.460.421.05

0.60.540.60.580.520.470.470.440.530.51.75

0.640.610.690.680.590.540.540.50.570.572.45

0.690.680.780.760.670.610.620.550.60.633.15

0.730.740.890.850.770.70.690.610.650.73.85

0.770.780.940.940.890.780.760.670.70.774.55

0.810.820.981.030.980.860.810.730.750.835.25

0.820.8111.051.040.90.870.790.790.865.95

0.80.790.961.021.030.910.880.80.780.846.65

32.3128.7225.1321.5417.9514.3610.777.183.590

表1.7 逐点法による輝度計算の結果（走行車線） 単位（cd/m2）

0.470.410.460.450.410.380.370.340.420.360.35

0.540.490.540.530.490.450.440.410.480.441.05

0.620.570.640.630.570.510.520.490.560.531.75

0.670.640.730.740.650.610.610.560.620.622.45

0.720.710.850.840.760.70.720.650.680.693.15

0.770.780.970.950.880.830.830.720.740.773.85

0.830.841.021.051.040.920.890.80.810.864.55

0.860.871.061.131.120.980.950.870.850.925.25

0.860.841.041.121.110.990.940.850.830.885.95

0.790.780.971.031.040.920.870.780.740.786.65

32.3128.7225.1321.5417.9514.3610.777.183.590

表1.8 逐点法による輝度計算の結果（追越車線） 単位（cd/m2）

Lr
LUo min

=

)max(
)min(
lL
lLUl =

)max(
)min(
lL
lLUl =

=0.33/0.68=0.485

=0.73/1.03=0.708

=0.49/0.64=0.765
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６．ＴＩ値の計算

器具間隔がS=35.9（m）の時のTI値を計算します。TI値は、逐点法により等価光幕輝度を算出し、

式-6に代入し求めることができます。

式-6に各計算結果を代入すると以下のようになります。

・走行車線側

・追越車線側

以上より、S=35.9（m）だとTI値の基準値を満たすことができます。

本設計条件においては器具間隔が35.9（m）の場合、器具間隔が最大になります。
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4.7
0.1
114.065 8.0 =⋅=TI

8.4
0.1
074.065 8.0 =⋅=TI


